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＜審査結果の要旨＞  

１． 主論文について 

 1)研究の概要 

【目的】歩行時暗算課題を用いた新しい転倒予測評価法を開発し,高齢者の転倒との関係を明らか 

にすることである. 

【方法】対象者は，中国長春市の在宅健常高齢者 113 名（70.4±5.6 歳）であり，転倒群と非転倒

群の２群に分けて検討した．新しい転倒予測評価の開発のため暗算課題の最適な難易度を検討し

た．次に歩行時暗算反応時間と転倒との関係を検討した．また，開発した評価法の妥当性を検討

するため，従来の転倒予測評価法である Timed Up and Go Test と比較検討した． 

【結果】転倒群の歩行時暗算反応時間は，有意に延長した．転倒を従属変数としたロジスティック

回帰分析と ROC 曲線より，歩行時暗算反応時間の cut-off 値は 1.132sec であり，感度は 94％，

特異度は 57％であった． TUG の cut-off 値は 10.6sec であり，感度は 78％，特異度は 56％であ

った．歩行時暗算反応時間は，TUG より高く検出できることが明らかになった． 

【結論】高齢者における歩行時暗算反応時間を用いた転倒予測は有用であることが示唆された． 

2)研究方法（倫理的問題を含む）,論証,論文形式の適切さ 

 地域在住高齢者を対象とした研究上の倫理的配慮については適切に考慮されていた．また，対象

者の属性と身体機能や社会生活の状況等の記述や選択基準・除外基準も明確である．研究で得ら

れたデータから，結論を導く過程は適切であった．論文形式においても同様に考慮されていた． 

3)知見の新規性と価値 

 「本研究の新規性は，高齢者の転倒リスクを携帯性のある測定装置（携帯性・安価）を考案し，

歩行時暗算課題を用いた転倒予測評価法を開発したことである．評価方法の妥当性を検討するた

め,暗算質問課題の難易度を確認して課題を選択し，感度・特異度の視点から転倒予測のグロ－

バルスタンダ－ドである TUG テストと比較を行い，高齢者の実用性のある転倒予測評価方法を考

案した研究として高く評価できる」  

２．審査経過について 

われわれ審査委員は,論文審査に先立ち副論文審査を行い,必要条件を満たしていることを確認

した．その上で審査会を 12 月 1 日（火）及び 12月 25 日（金）オンライン会議において,1．論

文の構成,2．論文の新規性,3．図表表現,4．統計の表記,5．日本語表現等について一部の修正を

求めたところ適切に修正された． 

３．口頭試問の結果 

 論文提出者は，初回審査及び再審査における質問事項に対して真摯に回答を行った． 

4．合否について 

以上の結果から，審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十分な価

値があるものと認めた． 
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